
























Consciousness change and training evaluation before and behind training of childcare training.
― Aim at improvement in a childcare training lecture. ―
キーワード：保育実習（施設），学生意識，施設実習事前事後指導，構造方程式モデル
Abstract：For a student’s better training, in a childcare training lecture, the fear of childcare 
training is made to reduce, and it is important to raise the hope for childcare training. This research 
analyzes student survey data with the technique of SEM (Structural Equation Modeling), and aims at 
clarifying about the consciousness structure and the relation of evaluation before and after childcare 
training. As a result of analysis, GFI (Goodness of Fit Index) which shows the merit of a model was 
.710 and AGFI(Adjusted GFI) was .647. Moreover, the value of RMSEA (Root Mean Square Error 
of Approximation) was .085. When the path to “evaluation” which is a final dependent variable was 
seen, the path coefficient from “fear of insecurity” was -.22, and the coefficient from “preparation” 
was -.14. The path coefficient from a “sense of fulfillment” and “self-valuation” is 0.1 or less, and 
was deleted. The student who thinks that preparation has improved has little fear of insecurity. It 
was shown that the student with little fear of insecurity has the high self-valuation after training. 
Moreover, it was shown that the student who has a high hope to training has a sense of fulfillment 
in a high tendency. The observed variables of “preparation” are “an understanding of the meaning 
of institution training”, and “the subject of training, a setup of a target” and “an understanding of a 
use child and a person of institutions.” It became clear as concrete instruction which removes fear 
of insecurity that it is necessary to fully teach about these items.
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とても不安 まあまあ不安 少し不安 不安はほとんどない 全く不安はない
実習に不安はありますか 27.9 38.2 27.9  2.9  1.5
利用児・者にどのように接していけばよいか  0.0  2.9 32.4 36.8 26.5
自分自身の精神面  7.4 23.5 23.5 30.9 13.2
自分自身の体力 14.7 56.6 27.9  5.9  4.4
職員とのコミュニケーション  5.9 29.4 36.8 20.6  5.9
失敗したらどうしようという不安  4.4 13.2 27.9 27.9 25.0
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く，これは施設実習が保育士を目指す学生にとって，
意義を見出しかねる学生が多く，もとからの期待感が
高くないことや，施設実習の性質上，学生が希望する
施設種別に学生を割り当てることができないことが要
因として考えられる。
　評価に関しては，「不安感」と「準備」の関連が見
られたが，大きな値ではなかった。また，学生の自己
評価と実際の評価には関連が見られなかった。つま
り，総じて大きな影響を与える要因は見られなかった
と考えることができる。この要因としては，評価は各
施設が行うものであり，施設によりその評価基準に
バラツキがあることがあげられる。また，同じ施設で
あっても，評価者が異なり，ここにもバラツキが想定
される。但し，本研究では，不安感と評価の因果関係
が示唆される結果が認識されたので，事前指導により
学生の不安感を小さくし，不安感を取り除くことは，
施設での評価をあげること，即ち有意義な実習を行う
可能性に繋がることが示唆されたといえる。
　図表２で不安感の具体的な集計値を見て行くと，全
体的に漠然とした不安は高いが，領域別の不安感では
項目別にバラツキが見られる。不安感が高い項目とし
ては，「自分自身の体力」，「自分自身の体力面」があ
げられる。不安感が低い項目としては，「利用児・者
とどのように接していけばよいか」があげられる。こ
れらのことから，学生は具体的な技術，支援について
よりも，10日間の実習をやっていけるかという体力面
や漠然とした精神面に不安を感じていることが伺え
る。また，職員とのコミュニケーションに不安を感じ
る割合も多く，実習技術より実習環境に不安を抱いて
いると考えられる。
　不安感を取り除く具体的な指導としては，準備の観
測変数である「施設実習の意義の理解」，「実習の課題
や目標の設定」，「施設の利用児・者の理解」があげら
れ，これらの項目について事前指導で十分に行うこと
が求められていることが改めて明らかとなった。
　また，施設実習の期待感を高める工夫を行い，実習
図表３　構造方程式モデルの分析結果パス図
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の充実感を増加させ，その充実感が評価に現れる経路
の出現も期待される。先行研究では，実習において実
践的な知識を得られるとの期待感が実習前に高い学生
は，期待感が低い学生よりも実習後に実践的な知識
が得られたと自己評価していると報告（貴田・谷口，
2012）されており，施設実習では期待感の高める意識
的な指導が必要であろう。
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